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論文内容の要旨
本論文は、人間の言語理解メカニズムの普遍性を仮定し、主辞駆動型文法理論 (Head-driven Phrase Structure 












第 2 章では、人間の言語理解モデルとして、 Information-Based Parser を提案した。まず、 2. 1 節では、本モ
デルの基本設計として、人間の言語情報処理には制約に基づく設計 (constraint-based architecture) が適合してい
ることをみた。 2. 2 節では、制約に基づく文法理論の基本的性質について触れ、文法理論が備えている素性構造、
レキシコン、単一化について解説した。しかし、文法理論それ自体は静的な性質を持ったものであり、これを人間の
動的な処理に適用するためには、何らかの運用ストラテジーが必要である。本モデルでは、 Lexicon， Constraints , 
Evαluαtion の 3 つのモジュールを想定した。また、ある種の文(たとえばガーデンパス文)は局所的暖昧性により
処理に支障をきたすことがあるが、こうした現象を説明するために、統語・意味情報変更コスト (SYNSEM Inforｭ
mation Alternation)、意味情報変更コスト (SEM Information Alternation)、スラッシュ素性設定コスト ((P)
SLASH Feature Setting) というコスト素性を設定し、コスト計算を可能にした。
第 3 章および第 4 章では、本モデ、ルを文レベルおよび談話レベルの文処理に適用し、モデルの妥当性を検証した。
第 3 章では、文レベルの文理解に焦点を当て、主として日本語および英語のガーデンパス文を例に取り、モデルを
? ? J ‘ 、
適用し、処理の局所性(局所的処理の原則)、 SYNSEM 情報変更コスト、 SEM 情報変更コストなどの性質が心理的
に妥当性をもつことを示した。



















さらに、動詞が現れた時点で項が欠落している場合、ただちに (P) SLASH 素性が導入されるわけではないこと
を示した。つまり、先行する文脈情報により特定のレキシコンが活性化され、 (P) SLASH 素性導入が回避されると
いうメカニズムが存在すると考えることが妥当であることを示した。
先行文脈の情報により、複数の候補の中から特定のレキシコンが活性化されるo 動詞が要求する項が欠落している
場合、 (P) SLASH 素性が導入されるが、文脈情報により意味的に補完される場合は、 (P) SLASH 素性の導入を回
避することができることが心理実験により分かった。また、 Yamashita (1 997) の実験結果を援用して、かき混ぜ
によって文処理の難易度は変わらないことから、 (P) SLASH 素性が逐次導入されるわけではないことを見た。この
ことは、ある固定した語順が想定されて文処理が行われるような制約が働いているわけではないことも示している。















の 1 つである主辞駆動句構造文法 (HPSG) を援用した文理解モデルである Information-Based Parser を提案し、
本モデ‘ルを複雑な構造をもっ文レベルの文処理、文脈情報が利用できる談話レベルの文処理、並びに照応関係理解に
適用した場合の本モデルの妥当性を心理言語学的実験を通じて種々の角度から検証したものである。
論文は全 6 章からなり、第 l 章ではこれまでの心理言語学における文理解研究を概観し、人間の言語理解の基本的




Based Parser を提案している o 本モデルは素性構造、語量目録、コスト計算等の評価を行う 3 つのモジュールから
なる静的なモデルである。左から右への漸進的処理、柔軟な構成素形成、局所的処理性という 3 つの運用方略を導入
することにより人間の動的な処理に適合させ、統語・意味 (SYNSEM) 情報変更コスト、意味 (SEM) 情報変更コ
スト、スラッシュ (SLASH) 素性設定コストを導入することにより文理解の難易度が評価できるようにしているo
第 3 章では、文レベルの文理解に焦点を当て、主として英語と日本語のガーデンパス文の理解に本モデルを適用し

















素性構造の単一化によって形式的に扱い得ることを示せたことになり、本モデ、ルの妥当性を実証しているo 第 6 章は
結論である。
以上、本論文は、文理解の諸現象を統一的に説明できるメカニズムとして、制約に基づく文法理論である HPSG
を援用した文理解モデルを提案し、本モデ、ルを種々のレベルの文理解に適用した場合の妥当'性について検証を試みた
ものである。人間の言語理解に関する研究は、英語から始まり、日本語を含む他の言語へと移行し、どの言語にも共
通する普遍的な言語理解モデルの構築が要求され、それに応じて心理言語学的実験や考察が数多くなされているが、
これまでに提案されたモデ、ルや方略はいずれも上記の条件を完全には満たしていなし 1。この分野のこのような状況を
考えた場合、制約に基づく文法理論を援用した文理解モデ、ルを構築した点、種々の言語現象に本モデルを用いて統一
的な説明を一応与え得た点、およびコストなどの新しい概念を導入し、制約に基づく文法理論の通常の枠組みを拡大
した点は高く評価できる o
本論文では、言語処理の制約に基づく基本設計のモジュール聞がどのように関連しあっているかについてはほとん
ど述べられていない。また、考察の対象を英語と日本語に限っているが、理論の枠組みとして普遍的なものを仮定し
ていることから、本モデルがどれだけの普遍性をもっているかなどの問題が残されているが、これらは今後の課題と
して追求していくべき問題である o
以上の諸点から、本論文はこの分野の研究として高い水準に達しており、博士(言語文化学)の学位論文として十
分に価値あるものと認められる。
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